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令和６年度 第２回 蕨市立図書館協議会 会議録 

 

開 催 日 時  令和７年３月２９日（日） 午前１０時から午後０時８分まで 

開 催 場 所  蕨市立図書館 ３階 会議室 

議     題  （１）令和７年度事業計画及び予算について 

（２）令和６年度蔵書点検の結果について 

（３）令和６年度わらび電子図書館の利用状況について 

（４）蕨高校図書委員及び私立武南高校図書委員・図書部お薦め本 

コーナーの模様替えについて 

（５）行政資料の収集について 

（６）リサイクル本（令和５年度発生分）の利用者への提供について 

（７）セカンドブック事業の開始について 

（８）図書館システムの更新予定について 

（９）蕨駅西口新図書館移転に係る検討状況について 

（１０）その他 

出 席 者 氏 名 ＜出席委員＞ 

         町田 敏子会長、椿 智絵委員、岡本 和子委員、中村  和弘委員、髙濵 直美委員 

近江 睦代委員、荻原 由美子委員、杉本 孝一郎委員 

        ＜欠席委員＞ 

         蓮沼 昌代会長代理、原田 卓治委員 

        ＜事務局：図書館職員＞ 

         佐藤館長、藤橋管理係長、小河原主事 

会 議 経 過  

 管理係長から開会し、佐藤館長あいさつ、資料確認の後、議題に入る。 

 

(１) 令和７年度事業計画及び予算について 

 管理係長が議題１を説明し、質疑応答に入る。 

委 員：事業計画案の主な取り組みに、各事業計画案が掲載されているが、バラバラに並んでいるので、種

類ごとに並べてほしい。○○の充実となっている項目は、具体的にどういう目標にするかの記載が

あるとよい計画になっていくと思われる。  

事務局：例えば、ホームページの充実については、図書館活動記をはじめ、情報発信をしていく。少しでも

よりよい方向に向かうようにしていく。 

委 員：雑誌「ｄａｎｃｙｕ」を受け入れた理由は何か。また、どういった基準によるものか。 

事務局：利用者からのリクエストで購入するに至った。 

委 員：雑誌の棚が空いたからといって全てを購入する必要はないと思う。電子図書館で雑誌は見られるの

で、電子媒体の雑誌のリクエストについては検討してほしい。 

事務局：雑誌の種類はバランスよく取り揃えることを旨とし、紙媒体と電子版とで重複するものは費用も重

複するので、担当が選定をしている。今回は紙媒体の「ｄａｎｃｙｕ」を受け入れた。 

委 員：雑誌がたくさんあるが、利用状況は把握できているのか。 

事務局：新刊雑誌の場合、館内閲覧のみとなるので、把握できないが、貸出可能なバックナンバーについて

は統計を出すことができる。 

委 員：統計を見て、あまり利用されていない雑誌であれば購入を取りやめてはどうか。また、雑誌の発行

部数は確認しているか。 
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事務局：発行部数については確認していない。最近はテニスやバスケットボールに関する雑誌は貸出が途絶

えたので、購入を取りやめた。購入はしたもののあまり利用されず、除籍した雑誌もある。 

委 員：どういった雑誌が利用されているか。 

事務局：週刊誌はよく借りられている。 文芸や旅行関係の雑誌も借りられている。 

委 員：近隣の川口市やさいたま市の図書館はどれくらい雑誌があるか確認しているか。また、雑誌を増や

す予定はあるか。 

事務局：近隣の所蔵状況は把握していないが、川口市やさいたま市のほうが多い。近隣のように人口も予算

も多ければ、それだけ多くの雑誌を購入できると思われる。 

委 員：西公民館を利用しているが、新刊案内を見る機会がない。現行の図書館システム上の新刊案内が非

常に使いづらいと感じる。川口は 1週間、戸田は１か月単位での新着案内があるので、そういった

表示にしてもらいたい。分類ごとの標記ではすごく時間がかかってしまうので、検討してほしい。 

事務局：システム運営業者については、現在、プロポーザルの参加事業者を募っているが、事業者の人手不

足の問題や、国が推進している標準化システムに人員が割かれてしまっている現状がある。 

委 員：一般向け事業で文学講演会があるが、文学に限定せず、広く一般向けに設定してもよいのではない

か。去年は文学であれば、今年はビジネス等といった具合で企画すると、新しい対象層が図書館に

来館するといったことが期待される。 

委 員：来館しないとイベント情報が伝わらないので、広報蕨等に掲載してほしい。また、メールマガジン

をしてほしい。 

事務局：現在広報誌のお知らせや、ホームページにも掲載しているので、見てほしい。メールマガジンにつ

いては今後検討したい。 

委 員：図書館への意見や要望等は例えば「館長への手紙」のような随時質問と返答が得られる形式があれ

ば、利用者も図書館も歩み寄れると考える。 

委 員：「館長への手紙」のボックスを設置する等は、すぐにできると思われるので、導入してもらいたい。 

 

(２) 令和６年度蔵書点検の結果について 

 管理係長が議題２を説明し、質疑応答に入る。 

委 員：アンケートの結果にもあるように無断持ち出しを防ぐために館内を巡回する職員を増やした方が

いいのではないかという意見をいただいている。また、館内での職員の話し声も気になるという声

もずいぶん聞かれる。人員を増やすことが難しくても、職員が色々なところで配架作業をしていれ

ば、解決できるのはないか。また、利用者からも質問しやすくなるのではないか。 

 

(３) 令和６年度わらび電子図書館の利用状況について 

管理係長が議題３を説明し、質疑応答に入る。 

質疑応答なし。 

 

(４) 蕨高校図書委員及び私立武南高校図書委員・図書部お薦め本コーナーの模様替えについて 

管理係長が議題４を説明し、質疑応答に入る。 

委 員：展示本掲載のリストが置かれているが、コラボ展示は年２回であるので、１年分を掲載してほしい。 

事務局：次回からは１年分の掲載で出すことにする。 

委 員：以前の協議会でも伝えたが、市民の感想を高校生にお伝えすることで、今後の励みになるのではと

思う。ぜひ感想箱の設置を検討してほしい。 

委 員：色々な年代の人が読んでみたい POPに仕上がっているので、感想を届ける場の提供を検討してほ
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しい。 

委 員：感想箱の件で連想したが、紙で記入よりは、デジタル技術を用いて感想を入れたほうがよいのでは

ないか。 

委 員：デジタルと紙の両方で実施してほしいと思う。色々な利用者が来館するので、みんなにやさしい図

書館であってほしい。例えば館内の椅子を増やしてほしいという意見があるが、そうした要望も汲

んでもらいたい。 

委 員：今、公共図書館はどこも高齢者の憩いの場になっている。高齢者の中にはスマートフォンを持たな

い人もいる。すべてがスマートフォン等での対応になってしまうと、利用できなくなる人が出てき

て、不公平になると思う。 

事務局：先ほどの椅子を増やすことについては、１階は書架が一杯で、これ以上席を増やせない。書架の間

に席をおいてしまうと、車いすの方や杖を突いている方が通れなくなる。２階の参考資料室には、

なるべく多く席を用意し、大きいテーブルを用意したことで、新聞を読めるスペースを確保した。

そういった意味では２階の参考資料室が憩いの場に近いような場所として機能していると考えら

れる。 

委 員：デジタルを使いたい人が多くなってきており、デジタルと紙の両立をしてほしい。頭ごなしにデジ

タルを否定してほしくないと思う。 

事務局：一般的に５０～６０代はデジタルに触れている世代だが、７０～８０代はデジタルにあまり触れて

いないという現状がある。今後の課題として捉えている。 

 

(５) 行政資料の収集について 

管理係長が議題５を説明し、質疑応答に入る。 

質疑応答なし。 

 

(６) リサイクル本（令和５年度発生分）の利用者への提供について 

管理係長が議題６を説明し、質疑応答に入る。 

委 員：図書館で所蔵してない図書は寄贈があった場合、登録するのか。 

事務局：所蔵していない本を受け入れる場合があり、その際、受け入れた図書は本の後ろに寄贈のスタンプ

を押している。 

委 員：知り合いが、図書館に来館し、個人で出版している本をリサイクル本として来館者に提供してほし

いといったところ断られたことがあったと聞いている。 

委 員：私の知り合いも断られたが、川口の図書館に持参したら受け取ってくれたと聞いている。 

事務局：受け取り拒否は考えられないが、寄贈の本は説明させていただいたうえで、受け取るよう職員に周

知したい。 

委 員：毎週日曜日の除籍本譲渡の際には職員が、一定の時間で巡回してほしい。今のところは、置きっぱ

なしではないと思われるので、いさかいが見られない。 

委 員：なぜ図書館の本館だけで開催しているか。さくらまつりのときに開催する等、色々考えられるが、

図書館の宣伝も入れて、色々なところで除籍本譲渡をすればよいのではないか。 

事務局：コロナ流行以前は、リサイクル本フェアを年１回、２日間限定で約１万冊を出していたが、雑誌を

１年分持ち帰ろうとする等、口論に発展しそうな雰囲気があった。現在は毎週分散して出している

のでそのようなことは避けられている。 

委 員：今後は、毎週でなく隔週にする等見直しも必要かと思う。 
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委 員：本を買い取ってもらえる店舗に行っても受けとれないと言われることがある。無料でもいいから読

みたい人に読んでもらうのがいいと考える。このような要望は、これは図書館事業なのか。もしか

したらボランティア事業なのかもしれないが、今度、市長タウンミーティングがあることから、市

長に伝えてみたいと思う。 

事務局：以前は、除籍本や寄贈本を置いた棚が常設であったようだが、不適切な本を置いてしまうというケ

ースもあり、子どもにふさわしくない状況に陥るので撤去した。 

委 員：戸田の図書館にはロビーに除籍本の棚があるが、除籍本だけではなく、市民が勝手に本を置いてし

まうが、それはそれでいいシステムではないかと思っていた。ただ、ある時から「勝手に本は置か

ないでください」と表示されていた。 

事務局：寄贈本についてはいったんお預かりしているが、毎週のリサイクルにも出せない本は古紙回収資源

本として省いている。 

委 員：活用率が 99.3％となっているが、逆に 0.07％は活用されていない。どういった本が利用されない

のか。 

事務局：各省庁の計画や白書、統計資料等の本が中心である。 

委 員：学校や児童館、学童等に優先的に譲渡される日があり、漫画の源氏物語が新品同然で置いてあり驚

いた。図書館に寄贈された本なのか。 

事務局：装備されていなければ、寄贈された本になる。 

委 員：従来の図書館は、漫画本の受け入れに抵抗があるためと思われる。 

事務局：昨今は漫画といっても要望が多いので、新図書館では漫画専用の棚を確保できるかどうか検討した

いと考えている。 

 

(７) セカンドブック事業の開始について 

管理係長が議題７を説明し、質疑応答に入る。 

質疑応答なし。 

 

(８) 図書館システムの更新予定について 

管理係長が議題８を説明し、質疑応答に入る。 

委 員：選定委員会のメンバーと公募、質問書についての詳細を知りたい。 

事務局：教育長を委員長として組織され、教育委員会の事務局の課長のほか、政策課長と情報管理課長で構

成されている。総勢８名で図書館長も含まれている。公募については、図書館システムの事業者の

募集のことである。質問書については、仕様書をはじめとする図書館システム事業者からの質問の

ことである。なお、質問書の回答についてはホームページで公開することとし、事業者に個別で回

答は行わない。 

事務局：今回の図書館システムの更新にあたっては、国から交付金を受けることになるので、随意的な調達

ではなく、公平に競争することが求められている。 

委 員：ホームページは蕨市なのか図書館のホームページなのか。 

事務局：図書館のホームページで公開する。 

委 員：図書館システム事業者のプレゼンテーション後、すぐに決裁をとるスケジュールになっている。１

日で決めることになるのかと驚きがある。 

事務局：採点表は事前に作成する。採点表を各委員につけてもらい、どの事業者が１位かがすぐにわかると

いう利点がある。 
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委 員：国の交付金を受けるにあたり、マイナンバーカードの導入は必須なのか。 

事務局：必須ではないが、マイナンバーカードを利活用することで、交付金を受ける際の点数が加点され、

受ける確率を上げることができる。 

委 員：リスクを考えるとあまりマイナンバーカードを出したくないと感じる。読み取った後のマイナンバ

ーの保管や、秘密保持についてはどのようか。 

事務局：個人情報を受け取らない形での運用になる。蕨市に住んでいるかどうかの情報は連携されるので、

例えば図書館で登録できない地域に転出した場合は利用できなくなる。 

委 員：図書館のサーバーに情報が蓄積されることはないという認識でよろしいか。 

事務局：お見込みのとおり。図書館利用券の番号とマイナンバーの別の番号が存在するのでそちらのほうに

連携される。個人が特定できるような氏名、住所、生年月日、性別の基本４情報について、図書館

で格納されることはない。 

委 員：マイナンバーを取り扱うことにあたり、個人情報保護の観点から、厳密に管理しなければならない

ので、大丈夫なのかと思う人もいる。情報は洩れないこと等の案内をした方が安心して利用できる

ように思われる。 

事務局：番号だけを図書館システムに入れることになり、その他の情報は入らないということを周知したい。 

 

(９) 蕨駅西口新図書館移転に係る検討状況について 

管理係長が議題９を説明し、質疑応答に入る。 

委 員：現図書館の跡地はどうなるのか。 

事務局：昨年の市長タウンミーティングでは、市長が文化施設にすると発言していた。 

委 員：文化施設であれば、分館を公民館に置かず、現存建物を分館とすることができるのではないか。今

の南公民館では、本の配架場所や閲覧場所もないと感じる。現図書館は南町地区の利用者がふらっ

と立ち寄れていいと言っている。現図書館では一般の利用者が立ち入ることができないエリアがあ

ることから、そこを分館とすれば、文化施設という言葉にぴったりだと思われる。 

事務局：現状、分館の利用で一番多いのは予約本の受け渡しである。公民館は２２時まで開いているが、公

民館の閉館作業もあるので、実質２１時３０分までは本の受け取りができる。現施設で２２時まで

開くのは難しいので、予約本の引き渡しだけを南公民館で行うという選択肢もある。 

委 員：南公民館を分館にするよりは、現図書館を活用してほしいと思う。 

事務局：今後、検討していきたい。 

委 員：現図書館が全然違う施設ではなく、文化施設となる予定だということはうれしい。 

委 員：西公民館に図書室をという話があり、個室ではなく、オープンスペースの方がいいのではないかと

いう意見があった。というのも、個室だと、職員の目が行き届かず、たまり場のような空間になっ

てしまうことが危惧されるから、私たちの意見が反映され、現状の設計図になった。 

委 員：錦町から駅まで行くのは大変である。新図書館についての駐車場は、無料とまではいかなくても安

価であってほしい。駐輪場は武蔵浦和にあるような一定時間無料のような措置をしてもらいたい。 

事務局：機械に券を通し、車も自転車も無料にするチケット制では、機械を置いた図書館が後払いをするこ

とになると思われる。どれくらいの予算が必要になるかは予測がつかないが、これからの検討課題

と思われる。 

委 員：川口市やさいたま市の中央図書館にはこのような制度がないことから、足が遠のいてしまっている

と思う。 

委 員：駐輪場については、現在くるるにあるような最初の２時間無料で以降は負担という形態での支払い
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は仕方がないにしても、駐車場は存在しないというのではなく、何台かあるようにしてもらいたい。 

委 員：子連れの親は、子どもに本を読ませたいとなったときに、例えば錦町に住んでいる人は、安全上の

理由で車を使う。ある程度駐車場の台数の確保と料金が安くなれば来館しやすい。 

委 員：駅前に図書館を移転するということは、今までの利用者層や、運営方針が変わることになると思う。

駅の利用者をターゲットにすることになるなら、中央館のみならず、分館の整備もしてもらいたい。

別件ではあるが、予約した本がなかなか回ってこない。マナーは利用者に委ねるのではなく、返却

期限やマナーを守るようなパンフレット等積極的に協働を求めても良いのではないか。 

事務局：水濡れや汚破損等をしないことの注意喚起をデジタルサイネージ等で表示している。 

委 員：その場で注意するのは難しいが、マナーのパンフレットがあれば、守るかどうかは、ある程度市民

に委ねられる。 

委 員：戸田の図書館では返却日の２日前にはお知らせが届く。サービスの選択肢もある。このようなこと

も利用しつつ促してほしい。 

事務局：予約多数の本については、返却期限が過ぎていた際は担当職員が個別に電話で督促している。ただ

し、図書館は本来、利用者にとって楽しい場所であってもらいたいという思いもあり、あれもだめ、

これもだめということを前面に押し出してしまうと、規制ばかりになってしまうので、あまりよろ

しくないと思っている。 

委 員：運営方針の１番目にある新図書館の運営方針の検討や、１ページにある各種事業計画案について、

新図書館は、何をどうサービスし、取捨選択を行い、スタッフはどのくらいおり、どのようなサー

ビスをするかをベースに考えて、指定管理にするのか、直営等にするのかを今年度中に決定してほ

しい。そして、決定した事項については、協議会で報告してもらいたい。そもそも元々新図書館は、

駅前のにぎわいを創るために図書館を設置するという話で始まったはずである。にぎわいを創るた

めに図書館は何をしなければならないのか。蕨市全体の教育を向上させる（例えば、高齢者の健康

に留意してもらう、働いてもらう人を増やす）等色々あると思われる。しかし、実際には予算規模

が少ない蕨市では全てを実現するのは難しい。新図書館での運営を決めていくために、どういった

ことに重点を置き、どういったサービスをするかを決めないと、運営方針が決まらない。先日、市

長と共産党議員との対談の中で、市長は芸術の町にふさわしい図書館にしていくためにレファレン

スサービスを充実させると話があった。しかしながら、現状の図書館で実施していることをそのま

ま引き継げばいいのか、あるいは違うのか。新図書館に携わる人が同一目線であってもらいたい。

また、３番目の図書館システムの検討について、自動貸出機の導入と記載があるが、次年度に導入

予定の新図書館システムと連動しているのか。 

事務局：新図書館システムと連動することを条件にしている。 

委 員：新図書館システムが新図書館に適応できるものを入れていくという認識でよろしいか。 

事務局：現在から２年後の令和９年度に、そのまま使用できることが仕様書に含まれている。 

委 員：４番目の座席予約システムについて、新図書館では座席はどれくらいを想定しているか。 

事務局：およそ２００席を想定している。 

委 員：すべて予約制にするのか。 

事務局：今後検討する。入口近くの新聞雑誌ラウンジは予約しないで利用できることを想定している。 

委 員：有料席を設けている図書館もある。駅前であることから、有料席を置いて、市に還元するのもよい

のではないか。５つ目の分館のあり方について、蔵書点検で本が不明になったという話は聞いてい

るが、分館にも自動貸出機の導入はするのか。今までどおりなのか。 

事務局：分館の貸出方式については、現行の手書きでの貸出簿は廃止する方向で検討を進めていこうと考え
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ている。できれば西公民館が移転するタイミングで、利用者がセルフで貸出できる自動貸出機を導

入したい。分館所蔵本には ICタグは装備しない予定であることから、バーコードを用いて貸出し

てもらう予定である。 

委 員：６のカフェコーナーについて、以前はコーヒー店が入る予定だったが、現在は自動販売機が入る予

定に変わったことについてはどういった経緯があったのか。 

事務局：カフェ事業者にヒアリングをしたものの、新図書館が位置する３階には出店の許可が下りる可能性

が相当程度低いことが分かってきた。なお、現在、駅前にあるカフェはそのまま残る予定になって

おり、競合してしまうことも要因としてある。また、カフェが入ることになると１杯５００円ほど

になると思われるが、自販機だと１００円から１５０円くらいで豆から挽いたコーヒーを飲むこと

ができる。 

委 員：今後、指定管理にするのか、直営にするのか等についても令和７年度中に決まることになると思う

が、次回の協議会では、決まったことを速やかに報告してもらえることを願う。 

委 員：蕨市にとってどういう図書館が有意義なのか。予算が限られるので、どういう図書館にするかの方

針を示してほしい。 

委 員：新図書館には、点字図書コーナーを作り、視聴覚障碍者が利用しやすいようにしてほしい。展示サ

ークル「あじさい」には点字絵本が１０冊はあると記載しているが、現状では視覚障碍者に全然活

用されていない。点字ブロックの設置は難しいかもしれないが、点字図書は、データ保管も可能だ

と思う。また、子どもに限らず、色々な年齢層や、視聴覚障害、身体障碍の方々にもやさしい施設

づくりをしてほしいと要望があった。朗読団体「山びこ」の対面朗読サービスを図書館事業に取り

入れてもらい、色々な方々に本や、朗読の楽しさを伝えられる活動をしていきたいといった要望も

あった。 

 

(10) その他 

委 員：最初の方で年配の方がスマートフォンを使うのが苦手だということで、どの層を利用層としてとら

えるかというのがあるが、予約システムが面倒くさくて足が遠のいてしまう心配もあったが、自由

に過ごせる場所もあるという話を聞いて解消できるのかと思った。 

委 員：新図書館は利用者がかなり変わると思われるので、そこは考慮した方がいいと思う。現在の指定管

理者について、くるると市民会館と、市民体育館は同一事業者か。 

事務局：くるると市民会館は同じだが、市民体育館は別の事業者である。 

委 員：イベントの発想が他の公民館と比べて違っている。これまでにはない新しい発想で、YouTubeで動

画を配信しており、流行らせようとしているのではないか。また、座席予約システムは今後サラリ

ーマンが使う可能性が出てくるので、座席が一杯になるような事態になれば市民優先にしてもよい

のではと思った。LINE を導入することで、図書館がプッシュ型通知で新着案内やボランティア募

集等ができるようになる。そういった情報発信も視野に入れてほしい。 

事務局：LINEは既読率が高いことから、今のところ、予約本が確保できたという通知を送るようにできた

らと考えている。 

委 員：「私たちのまちが絵本になった」の原画が発見された。作家の長野先生は大変喜ばれて、本を復刻

するために全面的に協力すると話があったことを報告する。絵本という形態だけではなく、デジタ

ル化も取り入れて、蕨市の市勢要覧の中に QRコードを入れることで、誰でも読むことが期待され

る。お金が発生するので、新図書館オープン事業として団体を蕨協働参画事業として立ち上げよう

と計画している。 
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委 員：前回、事務局より図書館法により運営しているとの説明があった。図書館は市民にとって身近な存

在であるものの、図書館法に則り活動しているということを一回原点に立ち返り考えてみたい。 

昨年１０月から今年の１月まで新刊の棚にほとんど新刊が並ばなかった。問い合わせたところ空調

の設備に回ったのでお金が無くなったとの返答があったが、はっきりしたことはわからなかった。

先ほども話した質問箱を常時設置しておくことで、疑問に思ったことや改善してほしいことを気軽

に入れられるようにしてほしい。デジタルでもいいとは思うが、匿名だと誹謗中傷等が心配である

ことから、戸田で行っているように紙で質問して、返答はデジタルでもよいと思われる。こうした

ことを導入したらより、図書館と利用者が結び付き、よりよい形で運営できると考えられる。 

 

最後に近江委員から閉会あいさつ。 

 

 

 


